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雑
誌
月
間 

平
成
23
年
４
月
７
日
（
木
） 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

会
員 

61
名 

出
席
計
算
数 

 

51
名
中
43
名
出
席 

出
席
率
84
・
31
％ 

前
々
回
出
席
率
92
・
31
％ 

 
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 
「
君
が
代
」「
Ｒ-O

-

Ｔ-

Ａ-

Ｒ-

Ｙ
」 

指 

揮 

者 

鬼
頭 

茂
成 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

小
笠
原
さ
ん
、
尾
上
さ
ん
、
家
族
旅
行

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岩
崎 
征
一 

初
孫
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
杉
本 
英
夫 

先
日
の
家
族
旅
行
は
楽
し
め
ま
し
た
。

お
茶
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

宇
野 

史
仁 

妻
の
誕
生
月
で
す
。 

 

浅
野 

 

彰 

お
と
と
い
お
誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
。

又
一
つ
大
人
の
階
段
登
り
ま
し
た
！！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

川
口 

小
折 

４
月
７
日
は
断
酒
し
て
３
年
に
な
り
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

 

小
野 

定
男 

 

会
長
挨
拶 

 
 

 
 

会
長 

岩
崎 

征
一 

愛
知
厚
生
年
金
会
館 

 

愛
知
厚
生
年
金
会
館
は
、
厚
生
年
金

保
険
の
加
入
者
・
受
給
者
の
福
祉
を
増

進
す
る
事
を
目
的
に
、
宿
泊
・
宴
会
、 

１
６
６
６
人 

収
容
の
ホ
ー 

ル
、
体
育
館
、 

カ
ル
チ
ャ
ー 

ス
ク
ー
ル
の 

機
能
を
兼
ね 

備
え
た
総
合
施
設
と
し
て
昭
和
55
年

（
１
９
８
０
）
に
地
下
鉄
池
下
駅
に
隣

接
し
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。 

北
側
の
住
宅
地
へ
の
日
影
を
最
小
限

に
す
る
為
に
大
き
く
斜
め
に
取
っ
た
屋

根
が
特
徴
で
す
、
タ
イ
ル
貼
り
の
落
ち

着
い
た
外
装
と
と
も
に
、
大
規
模
な
施

設
で
あ
り
な
が
ら
、
周
囲
の
環
境
に
圧

迫
感
を
与
え
る
こ
と
な
く
町
並
み
に
う

ま
く
溶
け
込
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
、

今
現
在
取
り
壊
し
は
完
了
し
、
跡
形
も

御
座
い
ま
せ
ん
が
大
変
残
念
に
思
い
ま

す
。 設

計
し
た
伊
藤
喜
一
郎
氏
は
日
本
大

学
を
卒
業
後
、
大
成
建
設
な
ど
を
経
て

設
計
事
務
所
を
設
立
。
大
規
模
な
医
療 

 
 

 
 

 
 

施
設
を
得
意
と
し
、

国
立
身
体
障
害
者
リ

ハ
ビ
リ
ー
セ
ン
タ
ー

や
神
戸
市
立
中
央
市

民
病
院
な
ど
の
作
品

を
残
し
ま
し
た
。 

 

 

同
好
会
Ｐ
Ｒ 

映
画
同
好
会
幹
事 

照
井 

 

栞 

前
回
の
同
好
会
Ｐ
Ｒ
の
時
に
、
杉
本

サ
ン
が
「
囲
碁
同
好
会
は
一
度
も
会
を

開
い
て
い
な
い
唯
一
の
同
好
会
で
す
。」

と
話
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、 

映
画
同
好
会
も
未
だ 

に
集
ま
り
を
開
い
て 

い
ま
せ
ん
・
・
・
。 

「
映
画
好
き
な 

メ
ン
バ
ー
が
気
楽
に
集
ま
っ
て
映
画
に

つ
い
て
・
好
き
な
映
画
俳
優
や
映
画
音

楽
に
つ
い
て
語
り
合
え
た
ら
楽
し
い
の

で
は
・
・
・
。」 と

作
っ
た
同
好
会
で
す
。 

映
画
と
い
う
の
は
、 

◎
ス
ク
リ
ー
ン
の
中
で
非
現
実
の
世
界

に
入
り
込
め
る
楽
し
さ 

 

例
え
ば
、
雨
の
中
で
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス

を
踊
っ
た
り
、
恐
竜
た
ち
に
追
い
か
け

ら
れ
た
り
、
80
日
間
で
世
界
一
周
し
て

み
た
り 

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
で
航
海
し

た
り
・
・
・
・ 

◎
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
考
え
る
脳
内
活
性
化
に
役
立
っ
た
り 

◎
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
の
素
晴
ら
し
さ
や
、

映
画
で
流
れ
る
音
楽
に
感
動
し
た
り 

と
て
も
心
を
柔
ら
か
く
す
る
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。 

映
画
同
好
会
の
参
加
資
格
は
映
画
に

興
味
が
あ
る
方
。 

近
い
内
に
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す

の
で 

お
気
軽
に
参
加
下
さ
い
。
映
画

の
話
を
肴
に 

美
味
し
い
お 

酒
と
お
料
理 

を
楽
し
む
会 

を
開
く
予
定 

で
す
。 

 

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス 

２
０
１
１
年
４
月
８
日 

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
学
友
が 

地
震
災
害
の
被
災
者
救
済
に
乗
り
出
す 

行
方
不
明
者
を
含
め
、
大
勢
の
犠
牲

者
を
出
し
て
い
る
大
地
震
と
津
波
の
被

災
者
を
助
け
よ
う
と
、
ロ
ー
タ
リ
ア
ン

は
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
支
援
活

動
に
乗
り
出
し
て
い
ま
す
。  

大
災
害
の
知
ら
せ
を
受
け
、
ロ
ー
タ

リ
ー
財
団
は
３
月
11
日
、
長
期
の
復
興

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う
た
め
に「
ロ

ー
タ
リ
ー
日
本
地
震
災
害
復
興
基
金
」

を
設
置
し
ま
し
た
。現
時
点
ま
で
に
、
50

万
ド
ル
を
超
え
る
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。  

海
外
の
ロ
ー
タ
リ
ー
関
係
の
人
々
か

ら
応
援
を
い
た
だ
き
、
と
て
も
励
ま
さ

れ
て
い
る
と
、
東
京
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ク

ラ
ブ
の
茂
木
友
三
郎
会
長
は
述
べ
ま
す
。

「
日
本
人
は
、
こ
の
大
災
害
を
き
っ
と

乗
り
越
え
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
困
難
に
も
打
ち
勝
つ
こ
と
が
で

き
る
と
、
希
望
を
抱
い
て
い
ま
す
」  

日
本
の
地
区
ガ
バ
ナ
ー
は
、
被
災
地

区
の
ガ
バ
ナ
ー
に
義
援
金
を
送
る
た
め

の
募
金
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
本
へ
の

支
援
は
、
ぜ
ひ
財
団
の
災
害
復
興
基
金

に
寄
付
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
茂
木

会
長
は
述
べ
ま
す
（
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
を

含
む
ど
な
た
で
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
寄

付
で
き
ま
す
）。  

震
災
の
一
週
間
後
、「
ロ
ー
タ
リ
ー
日

本
地
震
災
害
復
興
基
金
」
か
ら
の
補
助

金
を
受
け
た
最
初
の
マ
ッ
チ
ン
グ
・
グ
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ラ
ン
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
第
３
３
５
０
地
区
（
カ
ン
ボ

ジ
ア
、
タ
イ
）
と
第
２
８
２
０
地
区
（
茨

城
県
）
の
ク
ラ
ブ
が
参
加
す
る
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
合
計
６
５
，６
５
０

ド
ル
の
資
金
を
活
用
し
、
茨
城
県
で
避

難
生
活
を
送
る
１
５
，０
０
０
人
の
被
災

者
の
た
め
に
食
糧
と
飲
料
水
が
提
供
さ

れ
ま
す
。  

ほ
か
に
も
、
被
災
者
を
支
え
る
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。  

▽ 

日
本
国
内
の
３
つ
の
ロ
ー
タ
リ
ー

地
区
は
、
地
区
資
金
を
利
用
し
て

支
援
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
第
２

６
１
０
地
区
（
石
川
県
、
富
山
県
）

は
、
被
災
者
支
援
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
被
災
地
か
ら

避
難
し
て
き
た
人
々
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
第
２
８
４
０
地
区
（
群

馬
県
）
は
、
会
長
エ
レ
ク
ト
研
修

セ
ミ
ナ
ー
の
日
程
を
２
日
間
か
ら

半
日
に
短
縮
し
、
セ
ミ
ナ
ー
用
の

残
余
資
金
を
救
援
活
動
の
資
金
に

充
て
ま
し
た
。
第
２
６
８
０
地
区

（
兵
庫
県
）
は
、
地
区
大
会
の
際

に
義
援
金
の
募
金
箱
を
設
置
し
、

復
興
活
動
の
た
め
の
７
，５
０
０
ド

ル
を
集
め
ま
し
た
。 

      

                 

   

▽ 

東
京
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
・
ク
ラ
ブ

は
、
「C

h
e
e
r 

T
o
h

o
k
u

（
東

北
を
応
援
し
よ
う
）」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
乗
り
出
し
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
に

被
災
者
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

書
き
込
む
よ
う
、
世
界
中
の
ロ
ー

タ
ー
ア
ク
タ
ー
に
呼
び
か
け
、
短

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
記
さ
れ
た
紙
を

持
っ
た
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
タ
ー
た
ち

の
写
真
を
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
掲
載
し

ま
し
た
。
被
災
地
の
人
々
に
気
持

ち
を
伝
え
る
た
め
に
、
世
界
に
広

が
る
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
利
用
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
と
、
高
橋
ク
ラ
ブ
会
長
は
考

え
た
そ
う
で
す
。    

▽ 

明
石
西
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ク
ラ
ブ（
兵

庫
県
）
は
、
自
家
用
機
を
用
い
て

医
療
品
を
空
輸
し
、
須
賀
川
ロ
ー

タ
リ
ー
・
ク
ラ
ブ
（
福
島
県
）
が

そ
れ
ら
の
物
資
を
福
島
空
港
付
近

の
病
院
へ
と
運
び
ま
し
た
。
ま
た

第
２
６
４
０
地
区
（
和
歌
山
県
、

大
阪
府
の
一
部
）
の
ガ
バ
ナ
ー
と

６
人
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
、
毛
布

１
，０
０
０
枚
を
福
島
県
の
ロ
ー
タ

リ
ア
ン
に
届
け
ま
し
た
。   

 ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
学
友
が 

支
援
活
動
を
展
開  

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
学
友
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
、
日
本
の
復
興
活
動
に
参
加
し
て
い

ま
す
。  

▽ 

２
０
０
４
年
の
津
波
災
害
を
経
験

し
た
第
３
３
３
０
地
区
（
タ
イ
）
の

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
そ
の
友
人
た
ち
は
、

津
波
災
害
の
対
応
に
い
ち
早
く
乗

り
出
し
ま
し
た
。
地
区
内
の
ロ
ー
タ

リ
ー
財
団
学
友
会
は
、
ロ
ー
タ
リ

ー
・
ク
ラ
ブ
と
協
力
し
、
１
５
，０

０
０
ド
ル
の
募
金
を
集
め
ま
し
た
。    

▽ 

大
地
震
が
発
生
し
た
３
月
11
日
、

第
６
４
５
０
地
区
（
米
国
イ
リ
ノ
イ

州
）か
ら
派
遣
さ
れ
た
研
究
グ
ル
ー

プ
交
換
（
Ｇ
Ｓ
Ｅ
）
チ
ー
ム
は
東
京

都
内
に
滞
在
し
て
い
ま
し
た
。日
本

の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
は
「
信
じ
ら
れ
な

い
ほ
ど
親
切
、
寛
大
に
対
応
し
て
く

れ
た
」
と
、
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
ボ

ブ
・
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
さ
ん
は
振
り

返
り
ま
す
。
ま
た
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
は

地
震
発
生
時
、
ま
た
そ
の
後
も
常
に

メ
ン
バ
ー
の
健
康
を
気
遣
い
、無
事

に
帰
国
で
き
る
よ
う
手
配
し
て
く
れ

た
そ
う
で
す
。「
妻
と
私
は
、
第
２

７
５
０
地
区（
東
京
お
よ
び
太
平
洋

諸
島
）
に
送
る
支
援
金
と
し
て
５
０

０
ド
ル
を
寄
付
す
る
こ
と
に
決
め
、

こ
れ
に
寄
付
を
上
乗
せ
す
る
よ
う
ウ

ェ
ス
ト
モ
ン
ト
・
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ク

ラ
ブ
に
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
ク
ラ

ブ
が
４
，５
０
０
ド
ル
を
寄
付
し
て

く
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
Ｇ
Ｓ
Ｅ
メ
ン

バ
ー
か
ら
の
４
２
５
ド
ル
が
追
加
さ

れ
、
合
計
５
，４
２
５
ド
ル
が
集
ま

り
ま
し
た
。
緊
急
な
支
援
が
必
要
な

と
き
に
、
い
つ
で
も
協
力
し
て
く
れ

る
の
が
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
で
す
」    

▽ 

第
５
４
５
０
地
区
（
米
国
コ
ロ
ラ

ド
州
）の
元
Ｇ
Ｓ
Ｅ
メ
ン
バ
ー
を
含

む
多
く
の
人
た
ち
も
支
援
に
加
わ
っ

て
い
ま
す
。「
私
た
ち
の
地
区
は
昨

年
、仙
台
の
Ｇ
Ｓ
Ｅ
チ
ー
ム
と
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
被
災
し
た
友
人
の

こ
と
を
思
い
、
と
て
も
胸
を
痛
め
て

い
ま
す
」
と
、
パ
ス
ト
・
ガ
バ
ナ
ー

の
マ
イ
ク
・
オ
ー
ル
ド
ハ
ム
さ
ん
は

つ
ら
い
胸
中
を
語
っ
て
い
ま
す
。   

▽ 

元
ロ
ー
タ
リ
ー
平
和
フ
ェ
ロ
ー
の

福
原
美
穂
さ
ん
は
、
現
在
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
あ
る
ユ
ニ
セ
フ
本
部
で
の

国
連
職
務
を
一
時
的
に
休
止
し
、日

本
に
あ
る
ユ
ニ
セ
フ
の
委
員
会
に
加

わ
っ
て
５
週
間
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。「
緊
急
対
応
支
援
の
た
め
に

日
本
に
派
遣
さ
れ
る
な
ん
て
、
思
っ

て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
、
以
前

イ
ラ
ク
で
の
平
和
構
築
活
動
に
参

加
し
た
福
原
さ
ん
は
述
べ
ま
す
。「
被

災
状
況
は
実
に
痛
ま
し
い
も
の
で
す

が
、
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
尽
く
し

た
い
と
思
い
ま
す
」  

訳
者
注
／
引
用
は
す
べ
て
英
語
か
ら
翻

訳
さ
れ
た
も
の
で
す 
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４
月
21
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

地
区
協
議
会
報
告 

 

次
年
度
ク
ラ
ブ
奉
仕
委
員
長 

松
本 

哲
朗
さ
ん  

次
年
度
職
業
奉
仕
委
員
長  

前
田 

隆
久
さ
ん  

次
年
度
社
会
奉
仕
委
員
長  

照
井 

 

栞
さ
ん  

次
年
度
国
際
奉
仕
委
員
長  

加
藤
巳
千
彦
さ
ん  

次
年
度
新
世
代
奉
仕
委
員
長  

渡
辺 

観
永
さ
ん  

  

広
報
委
員
会 

近
藤 

明
美
・
前
田 

隆
久 

近
藤
宏
一
郎
・
杉
浦 

令
淑 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

写真提供：東京ローター 
 アクト・クラブ 




